
芦屋市における大規模建築物などの景観協議にもとづく「景観への配慮方針」 
 

芦屋市都市景観審議会部会（芦屋市都市景観アドバイザー会議）  

 

 
芦屋市では，2009年７月より景観地区による良好な景観形成をめざしています。 

そのなかで大規模建築物等については，認定申請に先立ち建築主のみなさんに専門家によって構成され

ている都市景観アドバイザー会議での景観協議を求め，そこでの検討を認定申請書類の１つである景観へ

の配慮方針に関する見解書の作成に役立てて頂きたいと考えています。（手続きフローについては図１参

照） 

 

アドバイザー会議では，景観協議での検討も踏まえ， 

１）計画地周辺の地域環境をどのように読み取るのか 

  ２）ここで建築等を行うときには景観形成の観点からどのようなことに配慮すべきか 

について「景観への配慮方針」を作成します。 

 この「景観への配慮方針」は，できるだけわかりやすい表現を用いてまとめ，地域のみなさんに伝えて

いくために公開します。これは特定の建築等の計画に対する指示ではありません。計画地で建築や開発等

を行うときに誰もが景観上配慮すべきことをまとめたものです。 

 「景観への配慮方針」は，地域環境の読み方を地域のみなさんと共有していくためのツールであり，こ

れからの住まいづくりや開発だけでなく，日頃の住まいのメンテナンスや庭づくり，店づくりなどにおい

ても活かして頂きたいと考えております。 
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楠町３１番 共同住宅 

□ 敷地周辺の環境 

・ 計画地に位置する国道２号沿道は、多様な用途および規模の建物が既に立地している。計画地周辺

を見ても、西側は商業ビル（４階），戸建住宅（２階），東側は飲食店（２階）と様々な用途の建物が

混在しており、特徴的な地域性は見出しにくい。しかし，国道２号線は交通量が多く，市域中央にあ

る広域幹線としての街並みのあり方を考えていく必要がある。沿道の開発においては、国道からの見

通しや六甲山系の見え方などについて配慮することが求められる。 

・ 計画地は，南側を第一種住居地域，第三種高度地区（国道２号線道路境界線より３０ｍ以内），北

側を第一種中高層住居専用地域，第二種高度地区に指定された土地であり，北側については１５ｍの

高さ規制が設けられている。国道沿道は用途や規模が混在しており，賑わいが求められるが、沿道に

隣接する地区は中低層の住宅地である。計画地の北側は共同住宅（５階），戸建住宅（２階）となっ

ており，住宅地と隣接することに配慮した配置や，緑化と通り景観形成のバランスが求められる。 

・ 計画地の南面の歩道については，街路樹はほとんどなく，電柱や電灯，標識，高速道路の電光掲示

板等の工作物が多く存在している。 

・ 既に国道沿道には，多様な用途，高さの建築物が建ち並び，今後どのような通り景観を創出してい

くかが問われるところであり，遠景から近景に至る検討が求められる場所である。その中で国道沿道

としての緑の配置や建物デザインについての提案が望まれる。 

 

□ 周辺環境および地域コンテクストにもとづき基本的に注意すべきこと 

・ 国道沿道は高度制限が比較的緩いこともあり，高層建物の立地が可能である。しかし後背地の中低

層建築物や，国道２号線から見たときの六甲山への視線の抜け方に配慮した建ち並び景観の創出，建

物の配置・ボリューム構成・意匠などにする必要がある。 

・ 今回の計画地の周辺は商業施設等が建ち並び，賑わいのあるまちなみを創出している場所である。

通りを歩く人々や，国道を通行する自動車に対して表情豊かなまちなみ景観を楽しんでもらえるよう

な，賑わいのあるまちなみとの連続性を継承した塀や植栽などの敷き際やエントランス周りのデザイ

ンが求められる。 

・ 計画地は南面だけでなく，東西の壁面についても北面，隣地に対して高層部分が視認できる場所で

あるので，国道２号側だけでなく四方全ての壁面や駐車場，植栽などについて，道路や隣地からの見

え方に配慮されたデザインとされることが望まれる。 

・ 植栽については，植栽時だけでなく，管理面や経年変化した後の景観についても計画時に考慮し，

樹木が生長して経年変化しても，緑豊かでうるおいのある景観が創造・保全・育成されていくような，

周辺景観に寄与した質の高い有意義な植栽計画とされることが望まれる。 

 


